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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、
　光源ブロック単位で分割駆動されて前記液晶表示パネルに光を照射するバックライトユ
ニットと、
　外部からインテリアモード選択信号が入力された時に、入力デジタルビデオデータとタ
イミング信号とを参照して、前記液晶表示パネルでの領域別に表示映像が動画であるか停
止映像であるかを示す動き判定信号を検出する映像処理回路と、
　前記動き判定信号に基づいて動画表示領域に対応する光源ブロックと停止映像表示領域
に対応する光源ブロックを互いに異なるように駆動させるための光源駆動制御信号を発生
させるバックライト制御部と、
　前記光源駆動制御信号に応答して前記光源ブロックを個別的に駆動させる多数の光源駆
動部を含み、前記光源駆動部の駆動によって前記動画表示領域に対応する光源ブロックを
、前記液晶パネル全体に映像を表示するノーマル駆動時よりも暗い低ディミング比で点灯
させて、前記停止映像表示領域に対応する光源ブロックを消灯させるバックライト駆動回
路を備え、
　前記映像処理回路は前記動き判定信号に基づいて前記停止映像領域に表示されるデータ
はブラックデータに切り替えて出力し、前記動画領域に表示されるデータは入力そのまま
出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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　前記映像処理回路は、
　前記インテリアモード選択信号が入力された時に、入力デジタルビデオデータとタイミ
ング信号とを参照して前記液晶表示パネルでの領域別に表示映像の動き判定信号を検出し
て、この検出された動き判定信号によって互いに異なる論理レベルで選択信号を発生させ
る動き検出部と、
　前記選択信号に応答して前記入力デジタルビデオデータと内部で生成されたブラックデ
ータを選択的に出力することで、前記停止映像領域に表示させるデータはブラックデータ
に切り替えて出力し、前記動画領域に表示させるデータは入力をそのまま出力するマルチ
プレクサとを備えることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記停止画像と前記動画が同じフレームに含まれることを特徴とする請求項１記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　液晶表示パネルと、光源ブロック単位で分割駆動されて前記液晶表示パネルに光を照射
するバックライトユニットを持つ液晶表示装置の駆動方法において、
　外部からインテリアモード選択信号が入力された時に、入力デジタルビデオデータとタ
イミング信号とを参照して前記液晶表示パネルでの領域別に表示映像が動画であるか停止
映像であるかを示す動き判定信号を検出する段階と、
　前記動き判定信号に基づいて動画表示領域に対応する光源ブロックと停止映像表示領域
に対応する光源ブロックを互いに異なるように駆動させるための光源駆動制御信号を発生
させる段階と、
　前記光源駆動制御信号に応答して、前記光源ブロックを個別的に駆動させて前記動画表
示領域に対応する光源ブロックを、前記液晶パネル全体に映像を表示するノーマル駆動時
よりも暗い低ディミング比で点灯させて、
　前記停止映像表示領域に対応する光源ブロックを消灯させる段階を含み、
　前記動き判定信号を検出する段階は、前記領域別表示映像の動き判定信号に基づいて前
記停止映像領域に表示させるデータをブラックデータに切り替えて出力し、前記動画領域
に表示させるデータを入力そのまま出力することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記停止画像と前記動画が同じフレームに含まれることを特徴とする請求項４記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は消費電力を低減することができる液晶表示装置とその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置はビデオ信号に対応して液晶層に印加される電界を通じて液晶層の光透過
率を制御することで画像を表示する。このような液晶表示装置は小型及び薄型化と低消費
電力の長所を持つ平板表示装置として、ノート・パソコンのようなポータブルコンピュー
タ、事務自動化器機、オーディオ/ビデオ器機などに利用されている。特に、液晶セルご
とにスイッチング素子が形成されたアクティブマトリックスタイプの液晶表示装置はスイ
ッチング素子の能動的な制御が可能であるから動画具現に有利である。
【０００３】
　アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に使われるスイッチング素子としては図
１に示したように主に薄膜トランジスター（以下、「ＴＦＴ」という）が利用されている
。
【０００４】
　図１を参照すれば、アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置は、デジタルビデオ
データをガンマ基準電圧を基準としてアナログデータ電圧に変換してデータライン（ＤＬ
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）に供給すると共に、スキャンパルスをゲートライン（ＧＬ）に供給してデータ電圧を液
晶セル（Ｃｌｃ）に充電させる。このため、ＴＦＴのゲート電極はゲートライン（ＧＬ）
に接続され、ソース電極はデータライン（ＤＬ）に接続され、そして、ＴＦＴのドレーン
電極は液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極とストレージ キャパシター（Ｃｓｔ１）の一端側
の電極に接続される。液晶セル（Ｃｌｃ）の共通電極には共通電圧（Ｖｃｏｍ）が供給さ
れる。ストレージ キャパシター（Ｃｓｔ１）はＴＦＴがターン-オンされる時データライ
ン（ＤＬ）から印加されるデータ電圧を充電して液晶セル（Ｃｌｃ）の電圧を一定に維持
する役目をする。スキャンパルスがゲートライン（ＧＬ）に印加されればＴＦＴはターン
-オン（Ｔｕｒｎ－ｏｎ)されてソース電極とドレーン電極の間のチャンネルを形成してデ
ータライン（ＤＬ）上の電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給する。この時、液晶
セル（Ｃｌｃ）の液晶分子は画素電極と共通電極との間の電界によって配列が変えられて
入射光を変調するようになる。
【０００５】
　液晶表示装置は自発光表示装置ではないからバックライト（Ｂａｃｋ Ｌｉｇｈｔ）の
ような光源を必要とする。液晶表示装置用バックライトユニットは大きく直下型方式とエ
ッジ（ｅｄｇｅ）型方式に大別される。エッジ型方式は平板外郭に光源を配置して透明な
導光板を利用して光源からの光を液晶表示パネル全面に入射させる。直下型方式は液晶表
示パネルの背面に光源を配置して液晶表示パネルの全面を直接照光する方式でエッジ型方
式と比べていくつかの光源を配置して輝度を高めることができ、また、発光面を広くでき
る長所がある。大きい画面の液晶表示パネルが要求されるＬＣＤＴＶのような場合には一
般的に直下型方式のバックライトユニットを採用する。
【０００６】
　ところが、このような従来液晶表示装置は次のような問題点がある。
【０００７】
　第一に、従来液晶表示装置は高精細化、大面積化の傾向を持つ最近の趨勢に噛み合って
バックライトユニットで消費する消費電力が大きい問題点がある。
【０００８】
　第二に、このような消費電力の増大問題は映像が液晶表示パネルの一部にだけ表示され
る場合でも同じように適用される。なぜなら、バックライトユニットに含まれた光源は電
源供給によって全体駆動されるので液晶表示パネルの一部分にだけ映像を表示しても全体
駆動のための消費電力が必要であるからである。したがって、ＬＣＤＴＶのような従来の
高精細かつ大面積液晶表示装置は高消費電力の問題によって、図２Ａのような液晶表示パ
ネルの全体に映像を表示するノーマル駆動状態ではない場合に、いつも図２Ｂのように液
晶表示パネルをブラック表示状態では、最近増大されているインテリア的要求に応じるこ
とができない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、低消費電力で液晶表示パネルに映像を部分的に表示してその活用範囲
を高めるようにした液晶表示装置とその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を果たすため、本発明の液晶表示装置は、液晶表示パネルと、光源ブロック単
位で分割駆動されて前記液晶表示パネルに光を照射するバックライトユニットと、外部か
らインテリアモード選択信号入力の時、入力デジタルビデオデータとタイミング信号とを
参照して前記液晶表示パネルでの領域別表示映像の動き判定信号を検出する映像処理回路
と、前記動き判定信号に基づいて動画表示領域に対応する光源ブロックと停止映像表示領
域に対応する光源ブロックを互いに異なるように駆動させるための光源駆動制御信号を発
生させるバックライト制御部と、前記光源駆動制御信号に応答して前記光源ブロックを個
別的に駆動させる多数の光源駆動部を含み、前記光源駆動部の駆動によって前記動画表示
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領域に対応する光源ブロックをノーマル駆動時と比べて低ディミング比で点灯させて、前
記停止映像表示領域に対応する光源ブロックを消灯させるバックライト駆動回路を備える
。
【００１１】
　前記映像処理回路は前記動き判定信号に基づいて前記停止映像領域に表示させるデータ
はブラックデータに切り替えて出力し、前記動画領域に表示させるデータは入力そのまま
出力する。
【００１２】
　前記映像処理回路は、外部からインテリアモード選択信号入力の時、入力デジタルビデ
オデータとタイミング信号を参照して前記液晶表示パネルでの領域別表示映像の動き判定
信号を検出して、この検出された動き判定信号によって互いに異なる論理レベルで選択信
号を発生させる動き検出部と、前記選択信号に応答して前記入力デジタルビデオデータと
内部で生成されたブラックデータを選択的に出力することで、前記停止映像領域に表示さ
せるデータはブラックデータで切り替えて出力し、前記動画領域に表示させるデータは入
力そのまま出力するマルチプレクサを備える。
【００１３】
　前記映像処理回路は前記動き判定信号に構わずに前記停止映像及び動画領域に表示させ
るデータを入力そのまま出力する。
【００１４】
　本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルと、光源ブロック単位で
分割駆動されて前記液晶表示パネルに光を照射するバックライトユニットと、外部からイ
ンテリアモード選択信号入力の時、全体光源ブロックを特定の大きさのディミング比及び
領域単位で点灯させ、一定時間ごとに決まった順番通りに点灯領域を切り替えることを指
示する光源駆動制御信号を発生させるバックライト制御部と、前記光源駆動制御信号に応
答して前記点灯領域をシフトさせるバックライト駆動回路を備え、前記ディミング比及び
点灯領域の大きさは全体光源ブロックに対するフルディミング（Ｆｕｌｌ　Ｄｉｍｍｉｎ
ｇ）時に消費される電力対比２０％以下の消費電力を維持する範囲内で決定される。
【００１５】
　前記ディミング比は前記点灯領域を大きく設定するほど低い値で設定される。
【００１６】
　本発明の一つの実施形態において、液晶表示パネルと、光源ブロック単位で分割駆動さ
れて前記液晶表示パネルに光を照射するバックライトユニットを持つ液晶表示装置の駆動
方法は、外部からインテリアモード選択信号入力の時、入力デジタルビデオデータとタイ
ミング信号とを参照して前記液晶表示パネルでの領域別表示映像の動き判定信号を検出す
る段階と、前記動き判定信号に基づいて動画表示領域に対応する光源ブロックと停止映像
表示領域に対応する光源ブロックを互いに異なるように駆動させるための光源駆動制御信
号を発生させる段階と、前記光源駆動制御信号に応答して、前記光源ブロックを個別的に
駆動させて前記動画表示領域に対応する光源ブロックをノーマル駆動時と比べて低ディミ
ング比で点灯させて、前記停止映像表示領域に対応する光源ブロックを消灯させる段階を
含む。
【００１７】
　本発明の他の実施形態において、液晶表示パネルと、光源ブロック単位で分割駆動され
て前記液晶表示パネルに光を照射するバックライトユニットを持つ液晶表示装置の駆動方
法は、外部からインテリアモード選択信号入力の時、全体光源ブロックを特定の大きさの
ディミング比及び領域単位で点灯させ、一定時間ごとに決まった順番通りに点灯領域を切
り替えることを指示する光源駆動制御信号を発生させる段階と、前記光源駆動制御信号に
応答して、前記点灯領域をシフトさせる段階とを含み、前記ディミング比及び点灯領域の
大きさは全体光源ブロックに対するフルディミング（Ｆｕｌｌ　Ｄｉｍｍｉｎｇ）時に消
費される電力対比２０％以下の消費電力を維持する範囲内で決定される。
【発明の効果】
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【００１８】
　本発明の液晶表示装置及びその駆動方法は、ノーマル駆動モードではないインテリアモ
ード状態で動画領域に対応するバックライトユニットの光源ブロックのみ低いディミング
比で点灯させ、停止映像領域に対応する光源ブロックを消灯させることで、ノーマル駆動
の時に比べて１０～２０％の消費電力で映像を表示することができ、低消費電力化が図ら
れるためインテリア的要求に容易に応じることができる。
【００１９】
　さらに、本発明の液晶表示装置及びその駆動方法は、ノーマル駆動モードではないイン
テリアモード状態で全体光源ブロックを消費電力の低減のためにディミング比及び特定大
きさの領域単位で点灯させるが、一定時間ごとに決まった順番通りに点灯領域を切り替え
ることで、ノーマル駆動の時に比べて１０～２０％の消費電力で映像を表示することがで
き、低消費電力化が図られるためインテリア的要求に容易に応じることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図３乃至図９を参照して本発明の望ましい実施形態について説明する。
【００２１】
　図３乃至図７は本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置を示している。
【００２２】
　図３を参照すれば、本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置は、液晶表示パネル１０
、タイミングコントローラ１１、データ駆動回路１２、ゲート駆動回路１３、映像処理回
路１４、バックライト制御部１５、バックライト駆動回路１６及びバックライトユニット
１７を備える。
【００２３】
　液晶表示パネル１０は二枚のガラス基板の間に液晶層が形成されている。この液晶表示
パネル１０は、ｍ個のデータライン（ＤＬ）とｎ個のゲートライン（ＧＬ）との交差構造
によってマトリックス形態に配置されたｍ×ｎ個の液晶セル（Ｃｌｃ）を含む。
【００２４】
　液晶表示パネル１０の下部ガラス基板にはデータライン（ＤＬ）、ゲートライン（ＧＬ
）、ＴＦＴ、及びストレージ キャパシター（Ｃｓｔ）が形成される。液晶セル（Ｃｌｃ
）はＴＦＴに接続されて画素電極１と共通電極２との間の電界によって駆動される。液晶
表示パネル１０の上部ガラス基板上にはブラックマットリックス、カラーフィルター及び
共通電極２が形成される。共通電極２はＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ Ｎｅｍａｔｉｃ）モード
とＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードのような垂直電界駆動方式では
上部ガラス基板上に形成できるが、ＩＰＳ（Ｉｎ Ｐｌａｎｅ Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モー
ドとＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ Ｆｉｅｌｄ Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードのような水平電界駆
動方式では画素電極１と共に下部ガラス基板上に形成される。液晶表示パネル１０の上部
ガラス基板と下部ガラス基板それぞれには偏光板が附着され、液晶のフリーチルト角（ｐ
ｒｅ－ｔｉｌｔ ａｎｇｌｅ）を設定するための配向膜が形成される。
【００２５】
　タイミングコントローラ１１は、データイネーブル信号（ＤＥ；Ｄａｔａ Ｅｎａｂｌ
ｅ）、ドットクロック（ＣＬＫ）などのタイミング信号の入力を受けてデータ駆動回路１
２とゲート駆動回路１３との動作タイミングを制御するための制御信号（ＧＤＣ、ＤＤＣ
）を発生させる。
【００２６】
　ゲート駆動回路１３の動作タイミングを制御するためのゲートタイミング制御信号（Ｇ
ＤＣ）は、一画面が表示される１垂直期間の中でスキャンが始まる開始水平ラインを指示
するゲートスタートパルス（ＧＳＰ；Ｇａｔｅ Ｓｔａｒｔ Ｐｕｌｓｅ）、ゲート駆動回
路１３内のシフトレジスターに入力されてゲートスタートパルス（ＧＳＰ）を順にシフト
させるためのタイミング制御信号としてＴＦＴのオン（ＯＮ）期間に対応するパルス幅に
発生させるゲートシフトクロック信号（ＧＳＣ；Ｇａｔｅ Ｓｈｉｆｔ Ｃｌｏｃｋ）、及
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びゲート駆動回路１３の出力を指示するゲート出力イネーブル信号（ＧＯＥ；Ｇａｔｅ 
Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｎａｂｌｅ）などを含む。
【００２７】
　データ駆動回路１２の動作タイミングを制御するためのデータタイミング制御信号（Ｄ
ＤＣ）は、ライジング（Ｒｉｓｉｎｇ）またはフォーリング（Ｆａｌｌｉｎｇ）エッジを
基準としてデータ駆動回路１２内でデータのラッチ動作を指示するソースサンプリングク
ロック（ＳＳＣ；Ｓｏｕｒｃｅ Ｓａｍｐｌｉｎｇ Ｃｌｏｃｋ）、データ駆動回路１２の
出力を指示するソース出力イネーブル信号（ＳＯＥ）、及び液晶表示パネル１０の液晶セ
ル（Ｃｌｃ）に供給されるデータ電圧の極性を指示する極性制御信号（ＰＯＬ）などを含
む。
【００２８】
　また、タイミングコントローラ１１は、映像処理回路１４から入力されるデジタルビデ
オデータ（ＲＧＢ）とブラックデータ（ＢＤ)を液晶表示パネル１０の解像度に対応する
ように再調整してデータ駆動回路１２に供給する。
【００２９】
　データ駆動回路１２は、タイミングコントローラ１１からのデータ制御信号（ＤＤＣ）
に応答してデジタルビデオデータ（ＲＧＢ）とブラックデータ（ＢＤ)をガンマ基準電圧
発生部（図示せず）からのガンマ基準電圧（ＧＭＡ）を基準としてアナログガンマ補償電
圧に変換し、そのアナログガンマ補償電圧をデータ電圧として液晶表示パネル１０のデー
タライン（ＤＬ）に供給する。このため、データ駆動回路１２は、クロック信号をサンプ
リングするためのシフトレジスター、デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）を一時格納するた
めのレジスター、シフトレジスターからのクロック信号に応答してデータを１ライン分ず
つ格納して格納された１ライン分のデータを共に出力するためのラッチ、ラッチからのデ
ジタルデータ値に対応してガンマ基準電圧の参照の下に正極性/負極性のガンマ電圧を選
択するためのデジタル/アナログ変換器、正極性/負極性ガンマ電圧によって変換されたア
ナログデータが供給されるデータライン（ＤＬ）を選択するためのマルチプレクサ及びマ
ルチプレクサとデータライン（ＤＬ）の間に接続された出力バッファーなどを含む多数の
データドライブＩＣで構成される。
【００３０】
　ゲート駆動回路１３は、データ電圧が供給される液晶表示パネル１０の水平ラインを選
択するスキャンパルスをゲートライン（ＧＬ）に順に供給する。
　このため、ゲート駆動回路１３は、シフトレジスター、シフトレジスターの出力信号を
液晶セル（Ｃｌｃ）のＴＦＴ駆動に相応しいスイング幅に変換するためのレベルシフト、
及びレベルシフトとゲートライン（ＧＬ）との間に接続される出力バッファーをそれぞれ
含む多数のゲートドライブＩＣで構成される。
【００３１】
　ユーザーインターフェース（図示せず）を通じてインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）
が入力されると、映像処理回路１４は、システムボード（図示せず）から入力されるデジ
タルビデオデータ（ＲＧＢ）とタイミング信号（ＤＥ、ＣＬＫ）を参照して液晶表示パネ
ル１０での領域別表示映像の動き判定信号（ＭＪＳ）を検出し、この検出結果に基づいて
停止映像領域に表示されるデータをブラックデータ（ＢＤ)に切り替え、この置き換えさ
れたブラックデータ（ＢＤ)と共に動画領域に表示されるデータ（ＲＧＢ）をタイミング
コントローラ１１に供給する。また、映像処理回路１４は検出された領域別表示映像の動
き判定信号（ＭＪＳ）をバックライト制御部１５に供給する。
【００３２】
　このため、映像処理回路１４は、図４に示したように、動き検出部１４２とマルチプレ
クサ１４４を備える。尚、映像処理回路１４をタイミングコントローラ１１に内蔵させる
こととしてもよい。
【００３３】
　動き検出部１４２は、図５に示したように、第１及び第２フレームメモリー（１４２ａ



(7) JP 4933520 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

、１４２ｂ）と、比較部１４２ｃと、アンドゲート１４２ｄを含むことができる。
【００３４】
　第１及び第２フレームメモリー（１４２ａ、１４２ｂ）は、ドットクロック（ＣＬＫ）
に合わせてデジタルビデオデータ（ＲＧＢ）をフレーム単位で交互に格納して格納された
データ（ＲＧＢ）を交互に出力して比較部１４２ｃに以前フレームデータすなわち、ｎ－
１番目フレームデータ（Ｆｎ－１）を供給する。
【００３５】
　比較部１４２ｃは、タイミング信号（ＤＥ、ＣＬＫ）を参照してデータ入力バスライン
１４２ｅからのｎ番目フレームデータ（Ｆｎ）と第１及び第２フレームメモリー（１４２
ａ、１４２ｂ）からのｎ－１番目ボンゼフレームデータ(Ｆｎ－１)を比べ、その比較結果
に基づいて液晶表示パネル１０での領域別表示映像の動き判定信号（ＭＪＳ）を検出する
。比較部１４２ｃは、検出の正確性を期するために、隣接して連続的に供給されるフレー
ムデータの間の比較累積値を利用することができる。領域別表示映像の動き判定信号（Ｍ
ＪＳ）は表示映像の状態(動画/停止映像)によって互いに異なる論理レベル(例えば、動画
‘０’、停止映像‘１’)として発生せれる。
【００３６】
　アンドゲート１４２ｄは、インターフェース回路からのインテリアモード選択信号（Ｉ
ＭＳ）と比較部１４２ｃからの領域別表示映像の動き判定信号（ＭＪＳ）を論理積演算し
てマルチプレクサ１４４の出力を制御するための選択信号（ＳＥＬ）を発生する。インテ
リアモード選択信号（ＩＭＳ）は示さなかった信号処理器を通じてその入力可否によって
お互いに異なる論理レベル(例えば、未入力の時‘０'、入力の時’１‘)として発生させ
た後アンドゲート１４２ｄに入力される。したがって、選択信号（ＳＥＬ）はインテリア
モード選択信号（ＩＭＳ）が入力されて領域別表示映像が停止映像の場合にだけ第１論理
レベル（’１‘）として発生させて、その以外は第２論理レベル（’０‘）として発生さ
せる。
【００３７】
　マルチプレクサ１４４は動き検出部１４２からの選択信号（ＳＥＬ）に応答してデジタ
ルビデオデータ（ＲＧＢ）とブラックデータ（ＢＤ)を選択的に出力することで、停止映
像領域に表示されるデータをブラックデータ（ＢＤ)に切り替え、この置き換えられたブ
ラックデータ（ＢＤ)とともに動画領域に表示されるデータ（ＲＧＢ）をタイミングコン
トローラ１１に供給する。マルチプレクサ１４４は第１論理レベル（’１‘）を持つ選択
信号に応答して停止映像領域に表示されるデータをブラックデータ（ＢＤ)に切り替え、
第２論理レベル（’０‘）を持つ選択信号に応答して動画領域に表示されるデータを入力
そのまま出力する。ここで、ブラックデータ（ＢＤ)は液晶表示パネル１０に供給される
共通電圧（Ｖｃｏｍ）と実質的に同一な階調値を持つデータを意味する。
【００３８】
　尚、動き検出部１４２には図５に示された以外にもモーションベクタ（Ｍｏｔｉｏｎ 
Ｖｅｃｔｏｒ）のような公知の他の映像検出方法が利用されることもできる。
【００３９】
　バックライトユニット１７は、直下型方式を通じて液晶表示パネル１０背面に配置され
た光源部を含み、液晶表示パネル１０に光を照射する役目をする。光源部はローカルディ
ミング（Ｌｏｃａｌ Ｄｉｍｍｉｎｇ）のような領域別分割駆動のために、多数のホワイ
トエルイデ－（Ｗｈｉｔｅ ＬＥＤ）で構成されることが望ましい。これによって、バッ
クライトユニット１７は少なくとも一つまたはその以上のホワイトエルイデ－を含む単位
光源ブロック（Ｂ）別に分割駆動されて、このために単位ブロック(Ｂ)ごとに互いに異な
る光源駆動部に電気的に接続されている。
【００４０】
　バックライト制御部１５は映像処理回路１４からの領域別表示映像の動き判定信号（Ｍ
ＪＳ)に基づいて動画表示領域に対応する光源ブロックを点灯駆動させる。また、停止映
像表示領域に対応する光源ブロックを消灯駆動させることを指示する光源駆動制御信号（
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ＤＣＳ）を発生させてバックライト駆動回路１６に供給する。このため、バックライト制
御部１５にはデータ（ＲＧＢ／ＢＤ）が表示される表示領域別位置情報と、これに対応し
て上記表示領域に光を照射する光源ブロックを駆動するための光源駆動部の識別情報が一
対一にマッピングされている。このとき、光源駆動制御信号（ＤＣＳ）は、全体光源ブロ
ックに対するフルディミング時に消費される電力対比１０～２０％の消費電力を維持出来
るように、動画表示領域の大きさによって調整されるディミング比の値を含む。ディミン
グ比は動画表示領域が大きくなるほど低い値で調整される。バックライト制御部１５はタ
イミングコントローラ１１が実装されるコントロールボード（図示せず）又は外部のシス
テムボード（図示せず）に集積化させることができる。
【００４１】
　バックライト駆動回路１６は、図６に示したような多数の光源駆動部（Ｄｒｖ ＃１乃
至Ｄｖｒ ＃ｋ）を含み、バックライト制御部１５からの光源駆動制御信号（ＤＣＳ）に
応答して各光源駆動部（Ｄｒｖ ＃１乃至Ｄｒｖ ＃ｋ）を動作させることで、動画表示領
域に対応する光源ブロックを低いディミング比で点灯駆動させて停止映像表示領域に対応
する光源ブロックを消灯駆動させる。
【００４２】
　図７は、インテリアモード選択信号（ＩＭＳ）の入力の時本発明の第１実施形態に係る
液晶表示装置の駆動によって具現される表示映像とバックライトユニットの点消灯状態を
表わしている。
【００４３】
　図７を参照すれば、本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置はインテリアモード選択
信号（ＩＭＳ）の入力に応答して動画領域には入力デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）をそ
のまま液晶表示パネル１０に表示すると共に、この動画領域に対応するバックライトユニ
ット１７の光源ブロックを点灯させる。また、停止映像領域にはブラックデータ（ＢＤ)
を表示すると共にこの停止映像領域に対応するバックライトユニット１７の光源ブロック
を消灯させる。これによって、本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置によれば低消費
電力でも液晶表示パネルに映像を部分的に表示することができる。
【００４４】
　尚、本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置はインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）
が入力されないノーマル駆動モード状態では入力デジタルビデオデータをそのまま液晶表
示パネルに供給すると共に、バックライトユニットの光源ブロックを皆点灯させる。
【００４５】
　図８は本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置を示している。
【００４６】
　図８を参照すれば、本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置は、液晶表示パネル２０
、タイミングコントローラ２１、データ駆動回路２２、ゲート駆動回路２３、映像処理回
路２４、バックライト制御部２５、バックライト駆動回路２６及びバックライトユニット
２７を備える。
【００４７】
　液晶表示パネル２０、ゲート駆動回路２３、バックライト制御部２５、バックライト駆
動回路２６及びバックライトユニット２７はそれぞれ図３に示された液晶表示パネル１０
、ゲート駆動回路１３、バックライト制御部１５、バックライト駆動回路１６及びバック
ライトユニット１７と実質的に同一に構成されるので、これらに対する詳細な説明は略す
る。
　また、タイミングコントローラ２１及びデータ駆動回路２２は液晶表示パネル２０にブ
ラックデータを供給しないことだけを除きそれぞれ図３に示されたタイミングコントロー
ラ１１及びデータ駆動回路１２と実質的に同一な機能及び作用をするので、これらに対す
る詳細な説明は略する。
【００４８】
　ユーザーインターフェースを通じてインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）が入力される
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と、映像処理回路２４はシステムボード（図示せず）から入力されるデジタルビデオデー
タ（ＲＧＢ）とタイミング信号（ＤＥ、ＣＬＫ）とを参照して液晶表示パネル２０での領
域別表示映像の動き判定信号（ＭＪＳ）を検出して、この検出された領域別表示映像の動
き判定信号（ＭＪＳ）をバックライト制御部２５に供給する。ただ、映像処理回路２４は
図３の映像処理回路１４とは異なり停止映像領域に表示されるデータをブラックデータ（
ＢＤ)に切り替えない。すなわち、映像処理回路２４は領域別表示映像の動き判定信号（
ＭＪＳ）に関係なく入力デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）をそのままタイミングコントロ
ーラ２１に供給する。
【００４９】
　これによって、本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置はインテリアモード選択信号
（ＩＭＳ）の入力に応答して動画領域に対応されるバックライトユニット２７の光源ブロ
ックをディミング比を低めて点灯させる。また、停止映像領域に対応するバックライトユ
ニット２７の光源ブロックを消灯させる。ただ、本発明の第２実施形態に係る液晶表示装
置はインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）の入力に応答して入力デジタルビデオデータ（
ＲＧＢ）をそのまま液晶表示パネル２０に印加することで光源ブロック間に光遮蔽が充分
でない場合に発生する表示品位の低下問題をあらかじめ防止する。結果的に、本発明の第
２実施形態に係る液晶表示装置によれば低消費電力でも液晶表示パネルに映像を部分的に
表示することだけではなく、光源ブロック間の光遮蔽が充分でない場合に発生する表示品
位の低下問題もあらかじめ防止することができる。
【００５０】
　尚、本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置はインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）
が入力されないノーマル駆動モード状態ではバックライトユニットの光源ブロックを全て
点灯させる。
【００５１】
　図９は本発明の第３実施形態に係る液晶表示装置を示している。
【００５２】
　図９を参照すれば、本発明の第３実施形態に係る液晶表示装置は液晶表示パネル３０、
タイミングコントローラ３１、データ駆動回路３２、ゲート駆動回路３３、バックライト
制御部３５、バックライト駆動回路３６及びバックライトユニット３７を備える。
【００５３】
　液晶表示パネル３０、ゲート駆動回路３３及びバックライトユニット３７はそれぞれ図
３に示された液晶表示パネル１０、ゲート駆動回路１３及びバックライトユニット１７と
実質的に同一に構成されるので、これらに対する詳細な説明は略する。また、タイミング
コントローラ３１及びデータ駆動回路３２は液晶表示パネル３０にブラックデータを供給
しないことだけを除きそれぞれ図３に示されたタイミングコントローラ１１及びデータ駆
動回路１２と実質的に同一な機能及び作用をするので、これらに対する詳細な説明は略す
る。
【００５４】
　ユーザーインターフェースを通じてインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）入力の時、バ
ックライト制御部３５は全体光源ブロックを特定の大きさの領域単位で点灯させるが、一
定時間ごとに決まった順番通りに点灯領域を切り替えることを指示する光源駆動制御信号
（ＤＣＳ１）を発生する。光源駆動制御信号（ＤＣＳ１）は共に点灯される単位領域の大
きさに対応するディミング比の値を含む。全体光源ブロックに対するフルディミング時に
消費される電力対比１０～２０％の消費電力を維持出来るように、上記ディミング比は単
位領域を大きく設定するほど低い値に設定される。
　例えば、全体光源ブロックの個数が１００個で１０％の消費電力を維持しようとする場
合を仮定すると、１０個の光源ブロックを単位領域に設定する場合に対応するディミング
比は１００％であり、５０個の光源ブロックを単位領域に設定する場合に対応するディミ
ング比は２０％であり、全体（１００個）の光源ブロックを単位領域に設定する場合に対
応するディミング比は１０％である。バックライト制御部３５はタイミングコントローラ
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３１が実装されるコントロールボード（図示せず）又は外部のシステムボード（図示せず
）に集積化させることができる。
【００５５】
　バックライト駆動回路３６は、図６に示したような多数の光源駆動部（Ｄｒｖ ＃１乃
至Ｄｖｒ＃ｋ）を含み、バックライト制御部３５からの光源駆動制御信号（ＤＣＳ１）に
応答して各光源駆動部（Ｄｒｖ ＃１乃至Ｄｒｖ ＃ｋ）を動作させることで、全体光源ブ
ロックに対するフルディミング時に消費される電力対比１０～２０％の消費電力で光源ブ
ロックを駆動させる。
【００５６】
　これによって、本発明の第３実施形態に係る液晶表示装置によれば低消費電力でも液晶
表示パネルに映像を部分的に表示することができる。
【００５７】
　尚、本発明の第３実施形態に係る液晶表示装置はインテリアモード選択信号（ＩＭＳ）
が入力されないノーマル駆動モード状態ではバックライトユニットの光源ブロックをフル
ディミング比で点灯させる。
【００５８】
　以上説明した内容を通じて当業者であると本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な
変更及び修正が可能であるのが分かる。したがって、本発明の技術的範囲は明細書の詳細
な説明に記載した内容に限定されるのではなく特許請求の範囲によって決められるべきで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】一般的な液晶表示装置の画素の等価回路図である。
【図２Ａ】従来の液晶表示パネルの全体に映像を表示するノーマル駆動状態を表わしてい
る図である。
【図２Ｂ】従来におけるノーマル駆動状態ではない場合に液晶表示パネルをブラック表示
状態としたことを表わしている図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図４】図３の映像処理回路を示すブロック図である。
【図５】図４の動き検出部を示すブロック図である。
【図６】バックライト制御部とバックライト駆動回路の接続関係を示している図である。
【図７】インテリアモード選択信号の入力の時に液晶表示装置の駆動によって具現される
表示映像とバックライトユニットの点消灯状態を表わしている図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図９】本発明の第３実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
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